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前回第1454回例会報告　2017年２月８日

会　　長　　報　　告
１．ホームミーティング各グループリーダーの皆

様、ご参加の皆様、お疲れ様でございました。
　　本日はクラブ協議会ということで、ホームミー

ティングでのご意見も踏まえ、幾つかの事項を決
定したいと思いますので、どうぞよろしくお願い
致します。

2 . 2017 -18年度ＲＩ会長テーマが発表されまし
た。

　イアン Ｈ . Ｓ . ライズリー2017 - 18年度ＲＩ
会長のテーマは「ロータリー：変化をもたらす
（ROTARY：MAKING A DIFFERENCE）」
とのことです。

３．ガバナー補佐と分区幹事が、今年度の御礼とご
挨拶にお越しになられます。ご予定は３月29日
とのことで、12：30～13：30の通常の例会ご
出席となります。

幹　　事　　報　　告
１．「コーディネーターニュース２月号」が届きま

したので、皆様のメールボックスにお入れしまし
た。新クラブ設立と、設立にあたって2016年度
規定審議会で可決された「クラブの柔軟性」を早
速に取り入れたことなどが掲載されていますの
で、皆様ぜひご参照ください。

委　　員　　会　　報　　告委　　員　　会　　報　　告
月井副会長
　「ロータリー財団」の件
有我社会奉仕委員
　錦華学院「創立130年記念式典」出席の件
佐藤親睦委員長
　２月15日「31周年夜間例会」の件
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第 1455 回例会　　2017 年 2月 15日

次回のプログラム
例　　会� 12：30～13：30
クラブフォーラム③
卓　　話：「これからどうなる日本の税制」
卓 話 者：※税務署幹部
� （紹介者）国際奉仕委員長　櫛田隆治 会員

本日のプログラム
31周年夜間例会（家族会）�17：30～20：15
例　　会� 17：30～18：00
晩 餐 会� 18：00～20：15

2 . 2017 -18年度版の「ロータリー手帳」申込み
受付のご連絡が届きました。ご購入希望の方は２
月20日（月）までに事務局までご連絡をお願い
いたします。パンフレットをホワイトボードの下
に置いてありますのでご参照ください。

2017年２月８日（水）

第８回定例理事会　議事録
１．月井会計より１月分会計報告
2． 2月、３月、４月の例会スケジュールの確
認と承認
３．皆川会員からの退会の申出を了承
４．林会員からの休会の申出について、書面での
申出を受けて次回理事会で審議
５．「バレンタイン・ファンタジー池袋」協賛に
ついて了承
６．例会での「一分間スピーチ」及びニコニコ原
則1,000円とすることについて了承



浅原会員／（１／25例会分）１月18日ホームミー
ティングＢグループ会費の残金です。

村中会員／早々と誕生祝をいただきありがとうござ
います。

佐野会員／結婚記念日、ありがとうございます。

■出席報告

会　員 出席算入
会員数 出席数 欠席数 出席率 1月18日分

修正出席率

33 名 28 名 26 名 2 名 92.86 92.86％

■ビジター
東京池袋ＲＣ� 加古　博昭様
東京池袋ＲＣ� 榎本　　稔様

２月の誕生日祝会員 ２月の夫人の誕生日祝会員

２月の結婚記念日祝会員 年間皆出席会員

　数年前、知り合った人からある質問をされました：
　「ロータリーとは何ですか？」シンプルであるはずのこの質問に答えようと口を開きかけたところで、思わず止まっ
てしまいました。どこから説明してよいか分からなかったのです。ロータリーとは何かを、私が知らなかったわけで
はありません。問題は、ロータリーがあまりに大きく、複雑すぎて、簡単に説明できないことでした。
　私にとってロータリーとは、「どのような団体か」ではなく、「何をしているか」で定義されます。すなわち、ロー
タリーが私たちに与えてくれる可能性、そして、その可能性を有意義かつ持続可能な奉仕によって実現する方法に
よって、定義されるのです。ロータリーには、112年の豊かな歴史があります。この間にロータリーは、徐々に成
長し、成熟し、会員と地域社会の変わりゆくニーズに対応しながら、ある意味で大きく変わりました。しかし、その
根底にあるものは同じです。それは、地域社会と世界に変化を生みだしたいという願い、そして、ロータリーを通じ
てそれを実現できるようになった人が集まった組織だということです。「ロータリーとは何ですか」という問いに、
私たちは行動をもって答えます。
　同時に、各クラブがロータリー奉仕を独自に定義することが、かつてないほど重要であると自覚しています。ロー
タリアンである私たちは、これまでよりも柔軟に、クラブの例会、活動、発展の方法を決定でき、また、もっと多く
の女性や多様な会員を迎え入れて、地域社会の特色をクラブに映し出すことに力を注いでいます。
　2017-18年度、「ロータリーとは何ですか」という問いに、私たちは「ロータリー：変化をもたらす」というテー
マで答えます。それぞれどのような方法で奉仕することを選んだとしても、その理由は、奉仕を通じて人びとの人生
に変化をもたらせると信じているからです。

2017 -18年度国際ロータリー会長テーマ イアン H.S. ライズリー

「ロータリー：変化をもたらす
（ROTARY：MAKING A DIFFERENCE）

（一部抜粋）

＜お知らせ＞



A Bグループリーダ－：有我信行
開催日：１月17日（火）18：00～20：30
場　所：ホテルメトロポリタン「オーベスト」
出席者：佐野明三郎、時友雅行、斉藤　直、榊原一久、
　　　　月井雅夫、細田新子（計７名）
［討議内容］
テーマ①クラブ活性化について
・活性化と言うが、当クラブは雰囲気も良いし現在の環境

に満足している。
・元々は会員数が減少して、収支が合わなくなったので新

規会員獲得に向けて魅力あるクラブ作りを目指した活性
化という意味ではないか？

・地区全体を見渡しても30人程度のクラブは多数存在し
ている。それでも皆和気藹々と楽しいクラブライフをエ
ンジョイしていると思う。むやみに会員数を増やして雰
囲気を壊すような人には入ってほしくない。昔は立派な
方が多かった。

・高齢化による退会者は今後増えると思う。会存続のため
にも立派な新会員が入りやすい環境整備は必要である。

・事務局さんに休みをあげたい。関わる人々の労働環境改
善も活性化のひとつと思う。

テーマ②卓話について
・卓話の充実が例会の要諦と思う。これがまさに活性化に

繋がるはず。
・著名な方の話や普段なかなか聞けない貴重な話が聞きた

い。
・幹事からのご提案の通り、月３回の内、外部・他クラブ

の著名なロータリアン、月間テーマに基づいたロータリ
アン卓話は費用対効果上とても有効と思う。

・著名人が多い東京ロータリークラブの卓話者リストを活
用しよう。

・著名人の卓話があるとゲストも呼べて会員拡大の手段に
もなる。

テーマ③クラブ細則－例会の在り方と回数について
（冒頭、細田幹事より来期例会月３回開催への提案があっ
た）
・出席者全員から「賛成」との発言があった。
・事務局桐山さんの負担も減ることになると思う。
・例えば月のうち、２回は昼開催し、１回は夕方から開催

して皆と自由に交流できる立食パーティー方式にして、
流れ解散だと大変にありがたい。（賛成者多数）

・夕方からの例会は交流を深めるという意味で、セミ
フォーマルでフランクな集まりにすると楽しいかもしれ
ない。

グループリーダ－：浅原英明
開催日：１月18日（水）18：00～20：30
場　所：「連家（れんか）」南池袋・東伸ビルＢ１
出席者：村中秀朗（カゼ早退）、月井雅夫、滝澤　宏、
　　　　中島二三男、渡邊裕之、村山圭治、松井善吾、
　　　　新倉康榮、ゲスト２名（計11名）
　開始30分間はアルコ－ル抜きで、３つのテ－マについ
て全員から順番に意見を拝聴致しました。
［討議内容］
テ－マ①クラブの活性化（会員増強 ･ 活性化委員会 ･ 特別

会員制など）について
・某銀行の若手の会Ａさんとか、東商青年部のＨさんなど

を特別会員として勧誘したい。
・「特別会員」このままでは問題がある。入会後、いずれ「正

会員」になってもらわねばならない。この逆も考えられ
るので…。

・募集期間、任期、資格条件（例えば40代）特技など付
帯条件を付け加えるべきだ！

・景気の良い時代とクラブ会員の増加は比例していたが、
今は難しいのでは。

・少子高齢化、人口減少の世相では、年齢ギャップができ
て話や考え方が合わない世代が現れ、もはや再構築すべ
き。一から作り直すべし。

テ－マ②卓話について
・難しい話より会員の趣味の話、競馬、ゴルフ、野球、相

撲など楽しめる方が良い。
・卓話は絶対しなければならないのか？君が代は歌わなけ

ればならないのか？
　もっと若い世代が好む例会スタイルを考えたらどうか。

今、会として伸びているのはＳ学会だけだ（笑）
テ－マ③例会のあり方と回数について
・祝日のある週の例会を休みとする。月三回例会日とする。

また、メ－キャップの簡略化についても賛成。
・現在、月一回の例会出席がやっとだ。Ｈ・Ｍ、ゴルフ大

会、委員会などをメ－キャップとすることは賛成。
・毎週の例会出席は会員の義務の一つであり、継続すると

習慣となり、健康長寿の役に立っている。

蛇足：鎌倉あじさい寺などの散策と日本一美味しいロース
トビーフの店があるので、そこで移動例会はどうで
しょう！

　　　当日参加したゲスト２名が、入会金・会費等のスポ
ンサ－があれば入会を考えても良いと言っております。

まとめ
　１　「特別会員」の付帯条件は理事会に一任。
　２　会員増強の募集期間として○○周年記念事業とか○

○対抗戦などの企画設定が必要。
　３　例会回数、メーキャップ等、規約の変更は理事会に

一任。

“ともかく　やってみなはれ”

１　ホームミーティング各班ご報告
クラブ協議会⑤



C Dグループリーダ－：櫛田隆治
開催日：１月19日（木）19：00～
場　所：「連家（れんか）」南池袋・東伸ビルＢ１
出席者：廣内世英、澤田博司、佐藤美枝子、
　　　　涌井カテリン、月井雅夫、細田新子（計７名）
［討議内容］
①クラブ活性化について（12 /７クラブ協議会を受けて）

・活性化のためには、会員数の増加が必要
・新規入会後の活動が消極的ではクラブの活性化に繋が

らない。
・新規会員の活発な活動には、委員会で具体的な役割を

担うこと
②卓話について（アンケート結果を踏まえて）

・卓話への要望はあるが、具体的な実現策が思いつかな
い

・卓話者依頼における責任者を決めておかないと希望Ｏ
Ｋ実現困難に

・謝礼を３万円に拘らない方が良い方を呼べるのではな
いか

③クラブ細則―例会の在り方・回数等について
・ＨＭも例会としてカウントしてもいいのではないか
・例会数を減じ、会費を安くすることに一定の理解
・例会数が減ると皆出席できない会員にとっては、出席

機会が減る
・会員のコミュニケーションの回数が多いほど、良好な

ＲＣ活動が期待
④その他

・ＲＣ会員の皆さんに認められて入会できること自体が
名誉であり、今後、経験豊かな会員の指導を受けて会
務を経験することに希望が膨れる

・和やかな内に進行し、予定した時刻を超えて散会した

グループリーダ－：稲川　一
開催日：１月20日（金）
場　所：手打そば「宮城野」
出席者：榊原一久、月井雅夫、山元　巖、滝澤　宏、
　　　　吉田武輝、成枝隆明（計７名）
　昨年12月７日のクラブ協議会の内容を踏まえて以下の
通りの意見がありました。
［討議内容］
１．例会の回数について

祝日週休会を設けることについては賛成
年間36回（月３回）であれば現状とあまり違和感は生
じない
ホームミーティングを例会扱いにするのは検討が必要

２．特別会員制度について
会員資格、入会金、会費については「12 .7クラブ協議
会案」で賛成

３．卓話活性化のための卓話者確保
　①卓話者リストの活用は推進する。ただし、卓話希望者

に誰がどうやって依頼していくのかを明確にした方が
良い

　②毎月週ごとの卓話対象者は原案通りで賛成
４．その他クラブ活性化に関する意見
　①夜間例会を年６回くらいに増やしてはどうか
　　周年例会、チェンジオーバーナイト、クリスマス例

会、納涼例会に加えてあと２回、過去に開催していた
「グルメの会」のようなもの

　②前項に関連して、会員からお勧めのレストラン等の会
場となる場所を挙げてもらい「レストランリスト」を
まとめてみて活用したらどうか

　③ニコニコＢＯＸは気軽にできるよう基本1,000円に
したらどうか

　④毎回の例会で会員が自由テーマで「１分間スピーチ」
のプログラムを入れてみては。指名は会長が前の週の
例会でしておく

・卓話を充実させる等、楽しい例会となるよう工夫を凝らすようにする。
・会員の一分間スピーチを行うこととする。
・ニコニコＢＯＸについては基本的に1 ,000円とする。
・レストランリストを作成し活用する。

３　例会のあり方について

　①例会の回数等について
　　ⅰ　例会の回数を、祝日週休会を利用するなどして、月３回程度とすること。
　　ⅱ　水曜日12時30分～13時30分までの通常例会以外も例会扱いとすることができるよ

うにすること。
　　ⅲ　具体的な例会の回数や通常例会以外の例会扱いについては、次年度の例会日程に反映

させることとし、その内容については、本年度ないし次年度理事・役員に一任すること。
　②特別会員
　　ⅰ　出席義務を緩和し、費用負担を軽減した特別会員を設けること。
　　ⅱ　特別会員の具体的な内容については、活性化委員会の提案を基本として理事会決定に

一任すること。
　　　　ただし、次の２点に留意する。

ア　入会資格及び会員選挙の方法については正会員の場合に準ずる。
イ　特別会員から正会員への変更を早期にしていただけるよう、クラブの魅力を高める努

力を全会員が行うこと。

２　特別会員の創設と例会の回数について


